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	背景
	この遺伝子は、脱ユビキチン化酵素であるユビキチン特異的プロテアーゼ（USP）ファミリーのメンバーをコードしています。USP酵素は、ポリユビキチン鎖の分解とユビキチン-基質結合の加水分解を通じて、ユビキチン依存性プロセスにおいて重要な役割を果たします。コードされているタンパク質はCOP9シグナロソームに結合し、受容体活性化SMAD転写因子の脱ユビキチン化を介して、成長因子βシグナル伝達のトランスフォーミングにも関与しています。この遺伝子には、複数のアイソフォームをコードする選択的スプライシング転写変異体が観察されており、この遺伝子の擬似遺伝子は染色体2の長腕に位置しています。[RefSeq提供、2011年11月],触媒活性：ユビキチンC末端チオエステル+ H（2）O = ユビキチン+チオール。,類似性：ペプチダーゼC19ファミリーに属します。,類似性：1つのDUSPドメインを含みます。,組織特異性：骨格筋、腎臓、心臓、胎盤、肝臓、胸腺、肺、および卵巣で発現し、他の組織ではほとんどまたは全く発現しません。,
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	USP15 抗体を使用した HeLa 細胞の溶解物のウエスタン ブロット分析。

